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上下顎に現れ7こ歯齪肥大症の1例に就て

金沢大学医学部放射線医学教室（主任 亭松教授）

專攻生 和  田  昭
       のφlt”ada

     （昭和28年1月 7日受ll付）

1緒
 本疾患に関しては1856年Groosを初めとし

て内外諸学者の報告があり，最：近河野，菅谷，

大沢，諸氏も之を記載している．然し本態に関

しては今日なお不明の点多く俄然注目を浴びて

言

いる．私は明らかに内分泌障碍に関係があると

思われるのを観察する機会を得たのでその所見

を報告し，諸賢の御批判を仰ぐ次第である．

                    II症

 患者 山○和○ ♀13歳

 初診 昭和27年5月23日

 主訴 上下顎全般に亘る歯肉の腫脹，頭貌の醜悪及

び談話障碍

 臨往症 1．一般既往症

 父母及び同胞4名何れも健在，遺伝的疾患及び本症

の如き遺伝の徴するものはない．

 患者生來健康にして曾て著患を知らない．またSo－

dium dilantinその他の藥物を連用した事もない．今

年1月にして月経初めて開け以後順調であるとの事で

ある．

 2．現在の既往症

 約1年前上顎中切歯歯間乳頭発赤腫脹し漸次増大す

るに從ひて外観を害するに至った，然し全く無痛的に

して患者自身は何らの障碍を自覚しない，唯他人の批

評を恐るNに過ぎない．然し腫脹は稽ヒ速度を加へて

壇大し，次いで上下顎各歯間乳頭にも同檬なる症朕を

起すに至った，爲めに各歯牙は正当位置を失ひ著しき

離開，転位，傾i臥を現わすと同時に弛緩動揺し歯銀

の容積漸次埆大して，（増大の斌は月経と関係がある．）

外貌不良となり咀i鶴談話時1こは歯頸部より多少の出

血及び軽度の疹痛を覚ゆるに至った．

 現症
 1．一般現症

 栄養佳良，体格は申等度にして外皮は多毛にして極

めて男子型顛貌に似て痴呆襟を呈している．

  例

 2．局所現症

 上下顎を通じ異常高度に肥厚し，上下ロ醤の閉餓は

全く不能で河馬顔貌を呈している．清掃朕態不良で白

鳥悪臭，歯列稻ζ不正，骨植稻ζ良好，（上下顎前歯部若

干動揺．）全顎の歯銀は圭に乳頭部を中心に肥大増殖し

ている．淡桃色で毛細管の拡張を認める．そして歯冠

の大忌を被わんが如き状態である．その程度は雪頼側

に著明に認められまた肥大した歯銀は隣接のものと一・

面を以て接し或は堪鄭質をV字型に包囲している．全

般的には正常歯銀色に近く硬度は全般的に弾性硬，咬

合面は殊に硬度著しく増している．ロ腔粘膜，舌は特

別変った所見はない（第1図及び第2図参照）

 レ線所見

 上下顎歯牙はre it排列を乱して植立しており3歯槽

骨はレ線像上では著しい吸牧はないが歯牙の排列が乱

れた部分（上下顎前歯部）に於いては歯槽突起の吸牧

（’nk LT）吸牧）を來している．鼓に注目すべき所見は歯根

膜に椙当する黒線はその厚さが略it均等であり，且つ

歯槽硬固質に相当する自線も歯槽縁に至るまで均一・■明

瞭に認められ，所謂歯槽膿漏症による歯槽骨吸牧とは

その所見を異にしている点である．（第3図参照）

 処置並に経過

 先づロ腔内の清掃及び消毒に意を注いで，歯石及び

血石を除去し，盲嚢内を「パイロゾソ」にて洗糠し，

「ヨードグリセリン」を塗布し，更に含蟷剤を投与し歯

銀縁炎の緩解と外科手衛の前準備となして通法の如
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く，5月28日上顎，6月10日下顎の二回に分けて1％

「ノボカイソ」液の伝達麻醇及び浸潤励醇を行ひ肥大歯

銀を切除し及び骨殊に歯槽突起の一部を馨除し又切除

の要なき歯銀は之を焼灼しその後対症療法によって約

1ケ月後には略t正常な歯銀朕態に復した．

 病理組織的所見

 切除新鮮材料を10％「フォルマリン」液に固定，通

法により「パラフィン」連続切片製・「ヘトマキシリソ。

エオジン」重染色して古鏡．

 先づ遊離縁部では重層扁牛上皮に覆はれ上皮細胞層

の増殖著明でその最表層は若干角化している．但しそ

                   III考

 歯織の肥大増殖が極度に行はれて，外観上歯

齪の容積が非常に増大した場合には之をEle－

phantiaLglsと呼ぶのである．一一般医学の方でEle－

phantiasisの呼ぶのは象皮病のととで之はFilaria

原虫の感染と密接の関係を有し，淋巴管叉は血

管の拡張並に組織増殖を來す結果，上下肢及び

身体全体が異常に増大し，象の様にぶくぶくす

る歌態を名けたものであるが，歯敵のElephan－

tiasisの場合には組織的関係よりは寧ろ外観uc

重きを置いた名称である．

 即ちElephalitiasisと称し得る程度のものは，

遠藤氏の統計では13500人の患者申僅に4例に

過ぎなV・事実から考へれば慢性炎の他に何か別

の原因が存在して居るに違ひない．その成因に

つv、て，

1 慢性炎症説

2 遺伝叉は先天性設

Iv 結

1私は13歳の女子の上下顎に同時に発生し

允歯酪肥大を経験し種々観察した．

 2上下顎に発生した歯齪肥大は内分泌障碍

                   文
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2）世耳利次＝所謂歯鹸象皮病．歯科学報，第37

巻，第2号，1頁，昭和7年2月．   3）岡

田平八郎：歯肉ジラチン埆殖症，歯科学雑誌，

第6巻，第2号，91頁，昭和24年2月．   4）

の細胞には異型的壇殖は認められない，上皮に対する

乳頭は比較的深く国入している．歯牙に接する面も亦

増殖著明であり之等には炎症性細胞浸潤が相当著明に

認められる．尚固有歯銀における上皮細胞層は他の部

に比して軽度の索賦増殖を示している．下騒の粘膜下

結合組織部に於ける状態は結合組織線維が噌生してそ

の配列が甚だしく疎であり所謂水腫様の状態が見ら

れ，その間に或ひは増殖せる上皮組織周辺には慢性炎

症を思はしめる細胞浸潤（主に「プラスマ」細胞，「リソ

バ」球）が所により稽ζ多数認められる，

 （第4図及び第5図参照）

 按

3  月台南学白勺旺奇型ノ「J至発育…異常読

4 内分泌障碍読

5 細菌説

6 其の他

 等あっていつれもその見解に一致を見ない．

私は前章に詳細に記載する成績よりt玉に考按

するに即ち思春期，妊娠に際し屡々高度の肥大

が急進的に発生する事実より内分泌腺機能異常

に基くと考へをいだく，其の他低能者或は学業

劣等者或は低級教育者等に高度の本症が頻発す

るは臨豚統計上著明の事実である．之等の事実

にSpitzer 1907， Klraus 1900， Parreidt l 900， He－

ath 1898， Hisey 1893， Metnitz 1901等は精祠1

発年並に脳の機能営爲に参与する内分泌腺の機

能異常に因するものなると推論されてるる．以

上内分泌障碍読に私の成績も明らかに一致する

様に思考される．

論

難の從來の報告に一致しているようである．

 終りに臨み御懇篤な御指導と御校閲を戴いた李松敢

授に深く感謝致します．

献

河野博光：父子3名に現れた歯肉肥大症につい

て．歯科学鮭誌，第8巻，第1号，34頁，昭和26

年1月．  5）菅谷・大沢：ヂランチン性歯劇

壇殖症について．歯科学報，第52巻，第7号，28

頁，昭和27年7月．
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